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５月３０日（火）に第２回の学校運営協議会を行いました。中心

に据えた話題は、大串校区公民館主催の「通学合宿」です。地域委

員の皆様から、「地域で子供たちを育てていく。」という趣旨で、熱

意のある意見が多数出されました。意見の一部を集約して紹介しま

す。方向性の決定は、６月１９日の校区公民館運営審議会でという

ことになりました。決定しましたら正式なお知らせをして、児童参

加者の把握や、健康状態・アレルギー等の確認を進めていく予定で

す。 

【地域委員の皆様の意見集約】 

・コロナの制限もなくなった今年度こそ、子供たちのために大串

校区公民館主催の「通学合宿」を復活させたい。 

・対象を５．６年生にする案については、やはり４年生を入れた

４～６年生にしたいと考える。そのメリットは大きい。 

・２泊３日の日程にしないと、地域の方との交流の時間を生むの

が難しい。地域の方も楽しみにされている。 

・３年のブランクがあるので、食事の世話やもらい湯などのお世

話をしてくださる協力者の方を早めに募り、計画を立てていき

たい。 

学校便り 

 

 

 

【コミュニティ・スクール共通目標】 

大串にひびかせよう 

あいさつ・返事・ありがとう 

令和５年６月１日  

№ ４ 
西海市立大串小学校  

校 長  柴 田  泰 徳  

西海市「新たな学力向上の取組」について 

西海市では、平成３０年度から学力向上の取組「西海市 AI（あい）プラン」を立ち上げて実践を進め、

近年成果が上がってきていることが報告されています。ただし、課題も大きく２点見えてきました。 

①国語と比べると算数・数学の伸び悩みがある。②家庭学習時間が全国・県平均を大きく下回っている。 

このことを解決するために、今年度、市内の小学４年生・中学１年生を対象に新たな３つの取組が始ま

ります。本日、４年生保護者の皆様に、市からリーフレットを配付しています。御確認ください。 

【新たな学力向上の取組】 

対象：西海市内の小学４年生・中学１年生 

 １ 放課後オンライン学習会（小４は毎週水曜日１７：００～） 

              オンデマンドで後日動画視聴可能 

 ２ AI ドリルを活用した家庭学習の一斉配信 

 ３ メタバースを活用した新たな学びの場の創出 



大串小の特色！農業体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       大串小花便り  

６月になり、夏の花が咲き始めました。用 

務員の野村さんが、種から育ててくださった 

マリーゴールドがきれいです。遠くから見る 

と黄色の一本ラインになってきました。 

また、トレニアが紫やピンクの花を付けて 

います。 

１年生のアサガオ。お世話する姿に感心！ 

１年生が一人一鉢で大切にアサガオを育てて

います。毎朝、水やりに行っている１年生の姿に

感心しているところです。本葉も出て、つるも伸

び始めました。きっと、日々の成長が楽しみなの

でしょう。私も子供とともに、植物の成長を喜び

合いたいと思っています。 

   ６月行事  

１日（木）保護者面談予備日 

２日（金）全学年いもさし（雨のため延期） 

５日（月）委員会活動 M 体位測定（高） 

６日（火）プール掃除（４～６年）体位測定（中） 

７日（水）体位測定（低） 

４年生放課後ｵﾝﾗｲﾝ学習会① 

８日（木）耳鼻科検診 1・3・5 年 

研究授業 ６年生 国語     

９日（金）田植え ５年生 

１２日（月）～ 教育週間開始 クラブ活動 

１４日（水）全校５校時授業 下校１４：１０ 

１６日（金）道徳授業参観・学級懇談会 

      学校保健委員会 

１９日（月）代表委員会 

２０日（火）プール開き（予定） 

２６日（月）クラブ活動 眼科検診 １・４年 

３０日（金）漢字コンクール① 

トレニア マリーゴールド 

５月１７日（水）、４年生が大豆（枝豆）の苗を西彼農

業高校の生徒さん４人に教わりながら移植しました。こ

の活動は、小学生と高校生の双方にメリットがあります。

小学生が、「農業のプロになるための勉強をしているお姉

さん」から教えてもらうことは、夢や憧れにもつながりま

す。また、高校生のお姉さんにとっても、先生役として小

学生に教えることは、大変意義深いことです。このような

活動を続けていきたいです。 


